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と
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て
い
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す
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議
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▼
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町は地方創生の
推進や人口減少対策
に必要な財源として
活用が可能。

町は地方創生の
推進や人口減少対策
に必要な財源として
活用が可能。

企業版ふる
さと納税をする
企業は寄附金額に
対して法人税の軽減
措置を受けること
ができる。

企業版ふる
さと納税をする
企業は寄附金額に
対して法人税の軽減
措置を受けること
ができる。

寄附企業名
は希望に応じて

町HPや広報紙に掲
載され、企業の社会
的イメージやブラン
ド力向上が期待
できる。

寄附企業名
は希望に応じて

町HPや広報紙に掲
載され、企業の社会
的イメージやブラン
ド力向上が期待
できる。

該当する
団体等は企業版
ふるさと納税を原資
とした補助金を活用
することができる。
（審査会による事業認

定が必要）

該当する
団体等は企業版
ふるさと納税を原資
とした補助金を活用
することができる。
（審査会による事業認

定が必要）

企
業
版

特 集特 集

　
永
平
寺
町
で
は
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
多
く
の

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
（
表
紙
写
真
）と
カ
ヤ
ッ
ク
関
連
設
備
（
背
面
に
掲
載
）

の
導
入
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、福
井
大
学
医
学
部
附
属

病
院
へ
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
」整
備
事
業
に
多
大

な
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
セ
ー
レ
ン
株
式
会
社
の
勝
木
知
文

様
と
、ロ
ボ
ッ
ト
導
入
先
の
福
井
大
学 

五
井
孝
憲
様
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ふるさと納税、

概 要

ふるさと納税 個人版・企業版の違い
ふるさと納税（個人） 企業版ふるさと納税

今
回
の
寄
附
の
決
め
手
と
、
医
療
機
器

「
ダ
ビ
ン
チ
」へ
の
支
援
を
選
ば
れ
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
福
井
大
学
様
と
は
以
前
か
ら
共
同
研
究
な
ど
で
深
い

関
わ
り
が
あ
り
、
今
回
同
病
院
が
進
め
る
「
遠
隔
操
作
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
整

備
事
業
」の
意
義
に

深
く
共
感
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
福
井
県
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
身
体

へ
の
負
担
が
少
な
い
手
術
へ
の
ニ
ー
ズ

は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
社
は

「
人
材
は
資
本
」
と
い
う
考
え
の
も
と

健
康
経
営
を
推
進
し
て
お
り
、地
域
全
体

の
医
療
体
制
が
維
持
・
発
展
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、医
療
現
場
の
人
材
確
保
や
働
き
方

改
革
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
も
、
本

事
業
が
医
療
提
供
体
制
の
強
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
、支
援
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

「
ダ
ビ
ン
チ
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

治
療
や
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
言
で
い
う
と
、＊
＊
患

者
さ
ん
の
体
に
と
て
も
「
や

さ
し
い
治
療
」＊
＊
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
手

術
で
お
な
か
な
ど
を
約
10
㎝

〜
15
㎝
切
開
す
る
必
要
が

あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
ダ
ビ

ン
チ
を
使
え
ば
１
㎝
程
度
、

つ
ま
り
約
10
分
の
１
の
傷
口
で
済
み
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
出
血
量
が
大
幅
に
減
り
、
体
へ
の

負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
回
復
が
早
く
な
り
、

早
期
の
退
院
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
師
に
と
っ
て
は
、
高
精
細
３
Ｄ
の

拡
大
視
野
で
見
や
す
く
、骨
盤
の
奥
な
ど
の
狭
い

場
所
で
も
神
経
等
を
傷
つ
け
な
い
精
密
な
手
術

が
可
能
で
す
。

　
こ
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
治
療
は

昨
年
だ
け
で
２
０
０
件
に
上
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
手
術
の
事
前
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン（
模
擬
訓
練
）も
行
え
る
た
め
、こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
若
い
外
科
医
の
育
成
に
も
大
き

く
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
間
４
０
０
件
以
上
の
症
例
と
、
５
年
間
で

ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す
る
た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス
資

格
取
得
者
60
人
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
寄
附
を
通
じ
て
、

ど
の
よ
う
な
未
来
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　「
ダ
ビ
ン
チ
」の
導
入
が
、地
域
の
皆
様
に

安
心
で
高
度
な
医
療
を
届
け
る
一
助
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
、
福
井
大
学
病
院
の
医
療
充
実
だ
け
で

な
く
、
そ
の
一
部
が
永
平
寺
町
の
医
療
体

制
の
充
実
に
も
活
用
さ
れ
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
病
院
と
町
が
連
携
し
、
地
域
の

皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が
守
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ー
レ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会

の
未
来
に

貢
献
す
る

取
り
組
み

を
継
続
し

て
ま
い
り

ま
す
。

知っていますか

国立大学法人 福井大学 副医学部長 外科学１教授 医学博士　五井孝憲様へのインタビュー

セーレン株式会社 取締役専務執行役員　勝木知文様へのインタビュー

？

個人が自治体へ行う寄附のこと。
自分の故郷や応援したい自治体など、好きな自治体
を選んで寄附ができる。

国が認定した自治体の地方創生プロジェクトに対し
て、企業が行う寄附のこと。物品による寄附も可能。
本社所在地以外の自治体への寄附が対象となる。

目 的
ふるさと納税制度の活用により、「第２次永平寺町
総合振興計画」に掲載の各種施策の財源確保や、町
内の大学・専門学校・福祉事業者を支援する。

企業版ふるさと納税制度の活用により、「永平寺町
デジタル田園都市構想総合戦略」を基にした、地域
再生計画に掲載の各種施策の財源を確保する。

仕組み
自分の選んだ自治体に寄附（ふるさと納税）を行っ
た場合に、寄附額のうち2,000円を越える部分につ
いて、所得税と住民税から原則として全額が控除さ
れる。（一定の上限あり）

寄附を行った企業の法人関係税から税額控除する。
損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わ
せて、最大で寄附額の約９割が軽減され、実質的な
企業の負担は約１割まで圧縮される。

返礼品あり なし

永平寺町への
寄附額

令和４年度：　　9,674万円
令和５年度：１億     20万円
令和６年度：１億3,009万円
令和７年度：１億6,400万円（見込）

令和４年度：　　6,221万円
令和５年度：　　9,990万円
令和６年度：　　4,170万円
令和７年度：１億1,160万円（見込）

制度を活用した
町の独自支援

町内の大学や専門学校、福祉事業者に対して
ふるさと納税（返礼品無し）を活用し支援。

町の地方創生に貢献する事業を実施する団体
に対して企業版ふるさと納税を活用し支援。

地域スポーツクラブチームによる地方創生支援事業（令和５年度～）
・福井永平寺ブルーサンダーの活動を支援
第二期門前再生事業（令和５～６年度）
・大本山永平寺門前での店舗整備等を支援
カヤックスクール施設整備事業（令和５年度）
・九頭竜川でのカヤックスクール施設の整備を支援

寄附額　：8,200万円
補助金額：7,380万円
寄附額　：9,351万円
補助金額：8,415万円
寄附額　：1,120万円
補助金額：1,008万円

寄附目標額：2億3,709万円
　　　　　 （５年間累計）
寄附目標額：　  2,000万円

今
ま
で
の

　
　活
用
事
例

今
ま
で
の

　
　活
用
事
例

遠隔操作手術支援ロボット整備事業（令和８～12年度）
・福井大学医学部附属病院の手術支援ロボットの整備を支援
九頭竜川パドリングセンター施設整備事業（令和８年度）
・九頭竜川で行う観光アクティビティに必要な環境や施設の整備を支援

※令和４～６年度

今
後
の

　活
用
予
定

今
後
の

　活
用
予
定

企業版
ふるさと納税の
メリット！

町外の企業から
ふるさと納税

企業Aは寄附先を指定し
企業版ふるさと納税をする

寄附の１割は町の関連事業に
活用できる

企業Bは補助金として
寄附を受け取る

補助対象企業へ
９割を交付

永平寺町

企業Ａ 企業Ｂ

永平寺町を応援します！
企業Bに〇〇を寄附したいです！

ありがとうございます！
承諾します！
寄附のうち１割は町で使いますね

〇〇いただきました！
ありがとうございます！

仕組みは次ページで解説！

遠
隔
操
作
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
」本
体

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　活
用
支
援
事
業
の
仕
組
み

民間事業の支援では、観光振興、スポーツ振興、医療体制の充実等、多方面での事業が「民間の力」により行われる
ことが町の地方創生推進に繋がっている。また、寄附金額の９割は補助金となり、１割は町の関連事業に活用できる
ため、町施策の財源にもなっている。

民間事業の支援では、観光振興、スポーツ振興、医療体制の充実等、多方面での事業が「民間の力」により行われる
ことが町の地方創生推進に繋がっている。また、寄附金額の９割は補助金となり、１割は町の関連事業に活用できる
ため、町施策の財源にもなっている。

企業版
ふるさと納税の

効果
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■学校体育館空調設備について
　教育施設として、また緊急時の広域避難施設として、各小中学校の体育館
の空調設備の工事が、今年度から令和８年の夏休み迄に工事が進められてい

る状況を確認し、次の事項を要望、指摘した。
　・各学校の工期が重なると考えられるので、令和８年度の
　　夏期までには使用可能の工程管
　　理を
　・工事期間中の安全と、体育授業
　　に支障がないよう、代替体育館
　　の利用も視野に入れて欲しい

■上志比プール跡地の再利用計画について
　プール跡地の再利用に
ついては、住民の要望に
添って幼児から高齢者ま
で、幅広い世代が集える
公園機能を備えた施設と
して整備に入る報告を受
け、次の事項を要望、指
摘した。
　・住民説明会、要望の
　　対応を
　・対象者ごとの施設や
　　涼みどころ、駐車場
　　など利便性も考慮に

■健康福祉施設（温泉）の修繕計画について
　禅の里温泉は、住民や観光者に愛される施設として10年以上経過し、さらに利用者から
の利用、愛着ある施設としての修繕計画を立て運用を図るに当たり
次の事項を要望、指摘した。
　・利用状況把握や修繕計画の柔軟運用で愛される施
　　設に
　・今後のリニューアル改修も視野に施設整備や運用
　　の検討も

委員会レポート
令和7年度　所管事業の推進状況の意見交換
教 育
民 生
常任委員会

令和７年度　年間テーマまとめ
総 務
産 業
建 設
常任委員会

■永平寺町観光地経営戦略を精査
　前々号で特集した町観光の司令塔となる観光DMOの設立に向けて、見出
し戦略の提出が必要となる。総務産業建設常任委員会では、商工観光課の提
示した素案を精査し改善点を指摘した。

　主な指摘内容は以下のとおり。
　　・経営戦略なのだから資金の出処をはっきりさ
　　　せること
　　・広域観光に触れること
　　・戦略検討委員に酒造関係者を入れるべき

　資金については、DMO取得に必須である法人格
取得のメリットを活かし自主事業から得るのか、行
政からの補助に依存するか方向付ける必要がある。
また、別途見直されるブランド戦略や交通計画の策

定が2026年度になるとのことで、それらと整合を取るた
めに一旦2025年度中に策定するこの戦略の改訂が必要に
なる。
　2026年度には役場商工観光課が観光DMOを目指す「ま
ちづくり株式会社ZENコネクト」と同一建物に移転するの
で、連携の取れた見映えのする戦略の策定が期待出来る。
しかし実行出来なければ意味はないので、先行事例を参考
にしつつ現実的で且つ実行可能なアクションプラン策定が
望まれる。なお、観光DMOの登録については、早ければ令
和８年度中を予定している。

■近助タクシーが上志比地区でも運行
　議会と語る会でも話題とする（内容は前号）など当委員会で研究を続けてきた、公共交通
についての新たな動きが出てきた。この号が出る5月までにドライバー確保の目処が立った
とのことで、上志比地区でも近助タクシーの運行が始まる。
　昨年10月に導入した停留所を利用したデマン
ド型タクシーの後継でよりサービスアップを図
る取り組み。近助タクシーは、ドアtoドアや安
価な料金など利用者にとって利便性が高いの
で、利用促進が期待されるが、人材確保など継
続的な組織運営については、地域の協力が不可
欠となる。

委員会レポート
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新
た
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る今

の
時
代
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
こ

そ
、
田
舎
に
残
っ
て
戻
っ
て
、
移
住
し
て
、

自
己
実
現
を
目
指
す
新
し
い
時
代
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
地
域
の
宝
を
皆
で
盛
り
上
げ
皆
で
活

用
す
る
地
域
づ
く
り
を
！

中
村
中
村勘太郎勘太郎

元
気
な
高
齢
者
の
活
用

高
齢
化
し
て
い
く
こ
と
は
す
べ
て
の
人
が
歩

む
道
。

心
身
と
も
に
元
気
な
高
齢
者
の
持
っ
て
い
る

知
恵
と
技
術
が
活
用
で
き
る
地
域
貢
献
制
度

の
構
築
。

千惠子千惠子議
員
議
員

長
岡
長
岡

議
員
議
員

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
支
援
（
見
守
り
、

買
い
物
・
移
動
の
支
援
、
交
流
の
場
の
提
供 

等
）
は
必
須
。

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
、
高
齢
者
支
援
を
行

う
。

川
崎
川
崎直文直文議

員
議
員

人
間
で
す
か
ら
、
共
に
語
り
合
う
こ
と
か
ら

災
害
な
ど
あ
れ
ば
、
地
域
の
こ
と
、

〝
ど
う
す
る…

〞
と
、
挨
拶
か
ら
始
め
、

声
か
け
、
催
し
へ
の
お
誘
い
か
ら
、

楽
し
み
の
分
け
合
い
へ
。

直栄直栄議
員
議
員

金
元
金
元

挑
戦
の
場
を
広
げ
る

挑
戦
の
核
と
な
る
外
部
人
材
や
企
業
を
呼
び

込
み
、
永
平
寺
町
の
住
民
を
巻
き
込
ん
で
の

活
動
・
挑
戦
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
地
域
づ

く
り
の
鍵
。

清
水
清
水紀人紀人議

員
議
員

地
域
づ
く
り
は
土
台
作
り

地
域
づ
く
り
は
、目
指
す
ま
ち
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
土
台
づ
く
り
で
す
。多
様
な
主
体
に

よ
る
協
働
体
制
の
構
築
や
地
域
力
の
向
上
を
図

る
取
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、ま
ち
の
主
役
に
な

る『
ひ
と・地
域
』の
進
化
を
後
押
し
し
ま
す
。

則男則男議
員
議
員

齋
藤
齋
藤

ひ
と
・
リ
ー
ダ
ー
・
集
ま
る
拠
点

地
域
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
。

そ
こ
に
は
強
い
意
志
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
と

そ
の
仲
間
、
そ
し
て
集
ま
る
場
所
が
必
要
。

滝
波
滝
波登喜男登喜男議

員
議
員

〝
永
平
寺
町
サ
イ
フ
〞
最
大
限
活
用
で
町
民
活
動
の
活
発
化
を

〝
永
平
寺
町
サ
イ
フ
〞

こ
れ
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
町
民
が
積
極
的

に
地
域
活
動
や
健
康
管
理
、
フ
レ
イ
ル
予
防

な
ど
に
大
き
く
貢
献
す
る
ツ
ー
ル
と
な
り
得

る
。

憲一憲一議
員
議
員

清
水
清
水

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ト

地
域
や
組
織
に
は
適
正
規
模
が
あ
る
し
、
人

間
の
能
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
地
域
や
組
織

の
統
廃
合
か
ら
新
た
な
地
域
お
こ
し
の
芽
が

出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

森
山
森
山充充 議

員
議
員

し
ゃ
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

こ
ん
な
「
ま
ち
」
に
し
た
い
と
か
、
こ
ん
な

「
ま
ち
」
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
と
か
無
数
に

考
え
て
い
る
は
ず
。

そ
れ
を
い
か
に
発
信
す
る
か
で
す
。
要
は
問

題
意
識
で
す
。

正樹正樹議
員
議
員

松
川
松
川

ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
居
場
所
と
皆
の
参
加
意
識
!!

皆
が
集
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の「
場
」

と
、皆
が
集
ま
り
困
り
事
や
課
題
を
出
し
合

い
、今
後
の
未
来
や
夢
を
語
り
合
う「
機
会
」

を
設
け
て
、参
画
へ
の
意
識
醸
成
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
回
復
の「
地
域
力
」の
向
上
!!

上
田
上
田誠誠 議

員
議
員

住
民
に
よ
る
政
策
探
求
活
動
の
取
り
組
み

地
域
教
育
力
の
ア
ッ
プ
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
展
開
を
図
り
、
そ
の

変
容
か
ら
新
た
な
価
値
創
造
に
よ
る
社
会
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
。

圭治圭治議
員
議
員

酒
井
酒
井

地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
発
掘
と
育
成

社
会
構
造
の
変
化
に
対
し
、
地
域
の
体
制
が

つ
い
て
い
か
な
い
。

世
代
交
代
を
進
め
る
た
め
に
地
域
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
発
掘
と
育
成
の
「
仕
組
み
づ
く
り
」

が
急
務
。

楠楠圭介圭介議
員
議
員

私
の
考
え
る

　
　
地
域
づ
く
り
の
　
　
　
　 

は
？

私
の
考
え
る

　
　
地
域
づ
く
り
の
　
　
　
　 

は
？

ポイントポイント
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■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席） ※議長（酒井圭治）は採決に加わりません

  中村 長岡 川崎 朝井 清水紀 金元 森山 清水憲 滝波 齋藤 上田 松川 楠
 議案第２号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第５号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第17号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛
 議案第18号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛
 議案第19号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛
 議案第20号 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛
 陳情第１号 反 反 反 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 発委第１号 反 反 反 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

令和８年　第２回定例会報告令和８年　第２回定例会報告
　令和８年第２回定例会は、3月2日（月）から3月23日(月）に開催されました。審議された内容は、
次のとおりです。

※反対または退席があった議案だけ掲載しています。したがって、その他の議案等については全員賛成です。

　本町防災安全課の業務に「８自衛隊員の
募集に関すること。」を加えることは反対
だ。今の自衛隊は、他国の起こした戦争へ
の協力で、海外へ派兵が現実味を帯びてい
る。行政が隊員を募集することは、戦前の
「赤紙」を思い出し、認められない。

　自衛隊に関する事務は、国からの「法定
受託事務」なので、これを除くことはでき
ない。よって賛成とする。

議案への賛成反対討論
議案第２号　行政組織条例の一部を改正する条例の制定について

反対討論

金元　直栄

賛成討論

滝波登喜男

　国は、子ども子育て支援金として、医療
などの社会保険から人頭割で拠出すると
し、その拠出金の捻出に町の苦労した結果
が条例の改定で、国保加入者の負担増にな
らぬように考えた結果については評価する
が、目的別で集めた医療保険からの拠出そ

のものが認められないことから反対だ。

　少子化に有効な施策もなく人口減少に歯
止めがかからず、その財源（国民負担）を
今後も子ども子育て支援金として社会保険
に上乗せは筋違いであり、別に求めるべき
であり反対である。しかし、今回の条例の

改定はその増加分を基金繰入 処理等で負担軽減を図った対応は評
価すべきであり、今回の条例改定案（国保運営協議会の裁断）に
賛成する。

議案第５号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

反対討論

金元　直栄

賛成討論

上田　　誠

　町民生活にとって必要な予算のあること
は認めるが、今議会で見えてきたことは、
①町自らが保育園を運営しているのに、公
的保育の優位性が論じられず、安易に「民
営化」の話が出てくる｡また、保育士不足
は民間でも同じで、民間に任せれば何とで

もならない。②町長は、本町の職員は、保育園や消防など直営で
やっているから職員の数が多い、一方事務職は少ないとよく口に
するが、本町は消防や保育に責任を持ってやっていると外に向
かって言えないのか。③社協に委託しているボランティアセン
ターの運営についてよくつかんでいないと答弁｡しかし、災害時
には町がつかずまずに誰が方針を伝えるのか。④ＡＩの活用は、

役場で働く職員の負担軽減や町民の生活を良くするために活用す
るのか、全く逆に働く職員にとって変わるために利用するからな
のか。企業のロボット導入の二の舞にならないようにすべきだ
が、その方向は見えなかった。等の理由で反対する。

　賛成の立場で発言する。概ね妥当とは言
い難い。例えばえい坊館の運営について
は、運営方針の速やかな策定などスピード
感を持ってほしい。しかし、今回は骨格予
算ということで6月補正予算に期待し賛成

する。

議案第17号　令和８年度一般会計予算について

反対討論

金元　直栄

令和８年　第１回臨時議会報告令和８年　第１回臨時議会報告
　令和８年第１回臨時議会は、１月21日（水）に開催されました。審議された内容は次のとおりです。

第１回臨時議会議案

議案第１号　令和７年度一般会計補正予算について
歳入歳出　補正額　3億5692万5000千円 増額　　
物価高騰対策として、町民一人当たり１万円の生活応援券の発行、子ども一人当たり2万円の子育て応援手当の支給等 可決

※議長（酒井圭治）は採決に加わりません。議案第１号については全員賛成です。

第２回定例会議案
議案第13号　令和７年度一般会計補正予算について
歳入歳出額 17億2310万6０００円増額
禅の里温泉空調設備改修工事及びスマート経営改革補助金等 可決
議案第14号
令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算について
歳入歳出額 426万1０００円増額　過年度国庫支出金等返還金 可決
議案第15号
令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算について
歳入歳出額　15,631千円増額　後期高齢者医療広域連合納付金 可決
議案第16号
令和７年度土地開発事業特別会計補正予算について
歳入歳出額　37,817千円増額　一般会計貸付金償還金 可決
議案第17号　令和８年度一般会計予算について
歳入歳出額 99億7166万5000円 民生費33億6005万4000円
総務費17億5203万2000円等 可決
議案第18号　令和８年度国民健康保険事業特別会計予算について
歳入歳出額 15億8406万円 保険給付費11億7187万円
国民健康保険事業費納付金3億6487万円等 可決
議案第19号
令和８年度後期高齢者医療特別会計予算について
歳入歳出額 3億9201万7000円 後期高齢者医療広域連合納付金3億8289万2000円等 可決
議案第20号　令和８年度介護保険特別会計予算について
歳入歳出額 21億6805万8000円 保険給付費20億2407万4000円
地域支援事業費1億551万5000円等 可決
議案第21号
令和８年度町立在宅訪問診療所特別会計予算について
歳入歳出額 1億5419万5000円 総務費837万2000円 医療費1億4582万3000円 可決
議案第22号
令和８年度土地開発事業特別会計予算について
歳入歳出額 66万円　土地開発事業費66万円 可決
議案第23号　令和８年度上水道事業会計予算について
水道事業収益3億4976万9000円 水道事業費用3億1733万5000円
資本的収入1億7560万円 資本的支出3億847万2000円 可決
議案第24号　令和８年度下水道事業会計予算について
下水道事業収益6億5668万7０００円 下水道事業費用7億2041万2000円
資本的収入1億3366万9000円 資本的支出2億9285万2000円 可決
議案第25号
過疎地域持続的発展計画の変更について
令和８年度から令和12年までの計画期間変更等 可決
議案第26号
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
公共的施設の整備を必要とする事業に東部送水ポンプ場送水ポンプ更新を追加 可決
議案第27号
令和７年度一般会計補正予算について
歳入歳出額　894万円増額　上水道事業負担金 可決

承認第１号
令和７年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
歳入歳出額 6432万4000円増額 衆議院選挙関連費用及び除雪委託料等 承認
承認第２号
令和７年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
歳入歳出額　1589万4000円増額　除雪委託料等 承認
承認第３号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について
四季の森複合施設における物損事故にかかる損害賠償等 承認
承認第４号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について
公用車による物損事故にかかる損害賠償等 承認
議案第２号
行政組織条例の一部を改正する条例の制定について
各所属における所掌事務の変更に伴う一部改正等 可決
議案第３号
放課後児童健全育成事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
町行政組織条例改正内容を含む町放課後児童健全育成事業運営内容の一部改正等 可決
議案第４号
附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 
地域公共交通会議の担任する事務範囲拡大に伴う一部改正等 可決
議案第５号
国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
町国民健康保険運営協議会答申及び国民健康保険法改正に伴う一部改正等 可決
議案第６号
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
介護保険法施行令改正に伴う一部改正等 可決
議案第７号
火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について
林野火災予防の実効性をより高めるための一部改正等 可決
議案第８号
火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
サウナ設備に関する規制追加及び感電ブレーカー普及促進にかかる一部改正等 可決
議案第９号
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
こども誰でも通園事業創設に伴う制定 可決
議案第10号
特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
こども誰でも通園事業実施に伴う要支援乳幼児への適切な連携のための制定 可決
議案第11号
合併特例基金条例の制定について
合併特例債を活用した基金設置のための制定 可決
議案第12号
住民基本台帳カードの利用に関する条例を廃止する条例の制定について
住民基本台帳カードの有効期間満了に伴う廃止 可決

諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について
前任者退任に伴う新任　坪川　光一氏（諏訪間） 適任

選挙管理委員及び補充員の選挙について
任期満了に伴う新任及び再任　管理委員４名　補充員４名 推薦
陳情第１号　「地域医療・介護を崩壊させないために機敏な
診療・介護報酬改定を求める意見書」の採択を求める陳情書
令和８年度診療報酬改定及び財政支援等２項目 採択
発委第１号　「地域医療・介護を崩壊させないために機敏
な診療・介護報酬改定を求める意見書」の提出について
令和８年度診療報酬改定及び財政支援等２項目に係る国への意見書の提出 可決

議案第28号
監査委員の選任同意について
任期満了に伴う再任　前川　次夫氏（鳴鹿山鹿） 同意
議案第29号
教育委員会委員の任命同意について
任期満了に伴う再任　桑原　さとみ氏（轟） 同意
議案第30号
上志比中学校旧プール 公園整備工事（その２）の請負契約締結について
契約金額597億5200万円　契約相手方　株式会社市岡組 可決
議案第31号
緑の村ふれあいセンター多目的ホール天井耐震工事（建築）の請負契約締結について
契約金額721億6000万円　契約相手方　清川建設株式会社 可決

賛成討論

森山　　充
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３
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般
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提
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永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

目次一般質問
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そ
こ
が聞

き
た
い！

そ
こ
が聞

き
た
い

12Ｐ

12Ｐ

12Ｐ

13Ｐ

13Ｐ

13Ｐ

14Ｐ

14Ｐ

14Ｐ

15Ｐ

15Ｐ

▶YouTubeでも視聴できます！

11
名
の
議
員
が

町
政
全
般
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
議
事
録
に
基
づ
き

質
問
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

森山　　充　•―――――――――――――――
◇農福連携について
◇福祉団体の育成について

楠　　圭介　•―――――――――――――――
◇食の拠点

長岡千惠子　•―――――――――――――――
◇えいパークとえいスポーツの運営は
◇育児休暇取得者の仕事のフォローは

齋藤　則男　•―――――――――――――――
◇町長に問う
◇町の公共工事について

清水　憲一　•―――――――――――――――
◇地域を次世代に継承していくために
　

川崎　直文　•―――――――――――――――
◇デジタル活用による持続可能なまちの実現は

清水　紀人　•―――――――――――――――
◇永平寺町における保育の今後の在り方について
◇給食費無償化による財政的変化と今後の活用について
◇部活動の地域移行について

金元　直栄　•―――――――――――――――
◇学校給食費、浮いた財源は教育に
◇本町で購入しやすい宅地の価格は
◇社会保険から子ども子育て支援金分の徴収根拠は

上田　　誠　•―――――――――――――――
◇まちづくりの両輪は住民の健康と支え合い
◇福井県の教育改革は“チーム担当制”当町での対応は

松川　正樹　•―――――――――――――――
◇地区振興会のない地域があるが
◇「松岡藩と城下町を知ろう」の講演を聞いて
◇なんど坂が見えてきた
◇町長は「地域コミュニティが成立しなくなってきている」とおしゃるが
◇今までの除雪の事を少し振り返ります

滝波登喜男　•―――――――――――――――
◇選挙の投票結果から
◇関係人口・交流人口の創出
◇町長所信について

一般質問議事録は
こちらから
←

　子育て支援金の拠出では、町は苦労され
たことは素直に評価する。しかし、① 子
育て支援金をどうして社会保険、それも目
的別に設けられた保険から拠出させるの
か。目的外の異常な拠出となっている。②
国保税の負担は重い、その最高限度額が毎

年のように引き上げられていることも加え、反対する。

　賛成の立場で発言する。制度の存続に有
用なので賛成する。

　子ども子育て支援金については18歳以
上の全国民が負担することになった。子ど
もの減少が進行することは全国民にとって
大きな課題である。出生数の増加を望むこ
とから全国民で支援することは必要。ただ

し、本町の国民健康保険税つついては子ども子育て支援金相当額
を基金および繰越金から補填する事とし、保険税を軽減している
事から賛成する。

議案第18号　令和８年度国民健康保険事業特別会計予算について

反対討論

金元　直栄

賛成討論

長岡千惠子

賛成討論

森山　　充

　当会計予算に子ども子育て支援の国民負
担を国保同様に社会保険からの徴収はすじ
違いである。また、団塊世代の移行で加入
者の増があるものの、年金生活者が全てで
ある高齢者から平均17000円以上の税負
担増加は今後の生活に占める医療・介護・

物価等の増加を考えると、ありえない改定である。よって反対す
る。

　賛成の立場で発言する。概ね妥当なので
賛成する。

　子ども子育て支援金をこの会計から拠出
させることは、目的外の拠出となること。
さらに、保険料が1人当たり年間17,000
円も引き上げることは認められない。

　子ども子育て支援金は18歳以上の全国
民が負担する。健康保険は皆保険であるこ
とから18歳以上の全国民に公平な負担が
可能となる事から賛成する。

議案第19号　令和８年度後期高齢者医療特別会計予算について

反対討論

上田　　誠

賛成討論

長岡千惠子
賛成討論

森山　　充

反対討論

金元　直栄

　町社会福祉協議会の経営状況から、コロ
ナ以降、通所や訪問系のサービス提供事業
所の経営が悪化している。また、訪問介護
サービス提供事業所は、国の報酬 引き下
げで、全国で撤退が相次いでいる。行政は

この分野への支援を強化すべきで、町実施の総合事業等は報酬の
改定はすぐにできること。また、事業内容の充実も見られない。
以上から反対する。

議案第20号　令和８年度介護保険特別会計予算について

反対討論

金元　直栄

　現在、県立病院では18億円の赤字、大
学病院等、総合病院の7割が赤字経営と
なっている。介護保険でも訪問介護サービ
スの報酬引き下げ以降、全国で事業所の撤
退が相次いでいることから、早急に診療や

介護報酬の見直しを求める陳情。次に示される意見書の提出も含
め、採択をすべき。

陳情第１号　「地域医療・介護を崩壊させないために機敏な診療・
　　　　　　　介護報酬改定を求める意見書」の採択を求める陳情書

賛成討論

金元　直栄

　診療・介護報酬の見直しに対し、看護
師や介護士の報酬の見直しについてはな
り手がいないことや処遇についても厳し
いものがあると思われる。その一方で、
医師の報酬は、ほかの職種と比較して高

額であると認識している。診療報酬の見直しを行えば、必然的に
健康保険料や医療費の個人負担の増額に繋がるので、反対の立場
をとる。

発委第１号　「地域医療・介護を崩壊させないために機敏な診療・
　　　　　　　介護報酬改定を求める意見書」の提出について

反対討論

長岡千惠子
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農
業
と

福
祉
の
連
携
の
現

状
と
課
題
は
。

農
林
課
長
　
町
内
農
業
者
に
お
け
る
取
組

は
な
い
。
農
業
者
の
求
め
る
作
業
と
障
害
者
側
の
出

来
る
作
業
内
容
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
課
題
な
の
で
、
解

決
に
向
け
て
は
研
修
会
等
の
開
催
で
制
度
の
周
知
を

行
な
っ
て
い
く
。

福
祉
保
健
課
長
　
岩
野
地
区
に
事
務
所
を
構
え
る
事

業
者
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
場
へ
の
職
員
同
行
の

不
都
合
な
ど
福
祉
事
業
所
の
人
手
不
足
が
課
題
な
の

で
、
制
度
の
役
割
を
周
知
す
る
こ
と
で
意
欲
あ
る
事

業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
考
え
て
い
る
。

町
長
　
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
社
協
）
の
経
営
の

現
状
と
課
題
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
行
政
だ

け
で
は
出
来
な
い
福
祉

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

社
協
を
含
む
９
団
体
に
約

７
千
万
円
の
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
。
人
材
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

町
長
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入
れ
て
社
協
の
経
営
改
善
を
考
え

て
い
る
。
支
援
策
を
６
月
補
正
で
予
算
に
反
映
さ
せ
る
。

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
目
標
達

成
見
込
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
団
体
数
に
つ
い
て
は
達
成
困
難
と
考
え
て
い

る
。

森
山 

充
議
員

森
山 

充
議
員

ボランティア育成の目標達成見込
問問

問

え
い
ぱ

ー
く
と
え
い
ス
ポ

ー
ツ
の
利
用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
え
い
ぱ
ー
く
の
利
用

者
数
は
12
月
は
３
０
３
５
人
、
１
月
は
６
５
５
０

人
、
２
月
は
５
６
２
８
人
。
町
内
町
外
の
比
率
は
１

月
が
町
内
34
％
、
町
外
66
％
。
２
月
が
町
内
22
％
、

町
外
78
％
。

生
涯
学
習
課
長
　
え
い
ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
者
は
12
月

が
１
５
１
人
、
１
月
が
２
５
８
人
、
２
月
が
２
８
９

人
。

利
用
者
が
多
い
の
で
、
町
内
の
子
ど
も
達
が

十
分
に
遊
べ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
え
い
ぱ
ー
く
は
子
ど
も
の
利
用

の
上
限
を
１
２
０
人
に
設
定
し
て
い
る
。
土
日
祝
日

は
保
護
者
の
来
場
が
多
く
、
施
設
内
の
入
場
総
数
が

多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
実
際
に
遊
ぶ
子
ど
も
の

数
は
適
正
で
あ
り
、
十
分
に
遊
べ
る
状
況
と
認
識
。

え
い
ぱ
ー
く
の
現
状
か
ら
、
今
後
の
運
営
方

法
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
翠
荘
駐

車
場
、
松
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
北
側
、
松
岡
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
横
北
側
を
確
保
し
て
お
り
不
足
は
し
て
い
な
い
。

町
長
　
室
内
の
公
園
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
保
護
者
が
子
ど
も

を
見
守
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
無
料
で
と
考
え
て
い
る
。
冬
期

間
等
の
週
末
の
利
用
の
推
移
を
見
て
町
民
の
方
優
先
の
時
間
の

設
定
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

えいぱーくとえいスポーツの運営は
問問問

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

本
町
は
一
般
会
計
か
ら
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
施
し
て

い
る
が
、
今
後
は
国
の
政
策
と
し
て
学
校
給
食
無
償
化
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
町
の
財
政
負
担
が
一
定
程
度
軽

減
さ
れ
る
可
能
性
あ
る
。
こ
れ
は
学
校
給
食
を
取
り
巻
く
政
策

を
中
長
期
的
な
視
点
で
再
整
理
す
る
に
は
好
機
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
を
単
な
る

調
理
施
設
で
な
く
、
防
災
や
福
祉
の
機
能
を
備
え
た
多
機
能
型

へ
位
置
付
け
る
考
え
は
。

町
長
　
学
校
給
食
に

か
か
る
約
４
、
０
０

０
万
円
を
国

が
負
担
し
て

く
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、

子
育
て
に
関

す
る
支
援
も

新
た
な
サ
ー

ビ
ス
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ

て
き
て
お
り
、
４
月
か
ら
病
児
保
育
が
オ
ー
プ
ン
し

た
り
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相
談
件
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
専
門
的
な
職
員
の
雇
用

が
必
要
に
な
っ
た
り
と
、
こ
れ
か
ら
本
当
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
を

大
事
に
考
え
て
い
く
。
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

色
ん
な
考
え
方
、
色
ん
な
組
合
せ
で
相
乗
効
果
を
見

込
め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
将
来
の
財
政
負
担
な
ど
全

て
を
整
理
し
な
が
ら
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

問学校給食を再整理する好機では楠 

圭
介
議
員

楠 

圭
介
議
員

長
岡
千
惠
子
議
員

長
岡
千
惠
子
議
員

社協の車両

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

４
期
目
の
町
長
に
問
う
。
こ
れ
ま
で
の
、
３
期
12
年
間
を

振
り
返
っ
て
の
反
省
は
、
や
り
た
か
っ
た
が
で
き
な
か
っ

た
、
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う
。
大
き

く
変
わ
っ
た
、
変
え
た
と
思
う
と
こ
ろ
は
あ
る
か
ど
う
か
。

　
そ
し
て
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
の
反
省
を
も
と
に
、
新
た
な

４
年
に
向
か
っ
て
の
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
、
思

い
切
っ
た
大
き
な
新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　
国
や
、
県
の
顔
色
を
う
か
が
う
の
も
大
事
な
こ
と
だ
が
、
受

け
身
や
待
っ
て
い
る
町
政
で
な
く
、
攻
め
の
町
政
如
何
か
。

　
町
は
一
つ
の
企
業
だ
と
い
う
発
想
の
転
換
。
こ
れ
ま
で
の
あ

り
き
た
り
の
流
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
い
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
上
志
比
地
区
の
過
疎
や
、
北
地
区
の
辺
地
等
暗
い
こ
と
で
は

な
く
、
逆
手
に
取
っ
た
施
策
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
12
年
前
を
振
り
返
る
と
、
町
民
が
主
役
で
強
い
永
平
寺

町
を
造
る
と
い
う
こ
と
で
始
め
て
き
た
。
自
分
が
こ
の
町
政
を

預
か
っ
た
中
で
多
く
の
と
こ
ろ
を
変
え
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
。

　
一
石
二
鳥
で
は
な
し
に
一
石
三
鳥
四
鳥
を
目
指
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
そ
の
先
に
は
町
民
の
幸
せ
と

笑
顔
が
あ
る
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

進
め
て
い
き
た
い
。

4期目の町長に問う 問

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
町

民
の
利
便
性
向
上
」 
の
取
り
組
み
は
。

総
合
政
策
課
長
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
、
体

育
、
学
校
、
社
会
教
育
・
文
化
の
26
施
設
で
導
入
。

７
割
の
団
体
が
予
約
シ
ス
テ
ム
で
申
し
込
み
い
た
だ

い
て
い
る
。
申
し
込
み
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
シ
ス
テ
ム
利
用
を
促
進
す
る
。

　
生
活
情
報
、
緊
急
情
報
を
発
信
し
て
い
る
町
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
は
５
，
２
７
４
名
。
さ
ら
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
充
実
を
図

る
。

え
い
住
支
援
課
長
　
今
年
度
の
空
き
家
の
成
約
が
14

件
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
空
き
家
を
有
効
活
用
し

定
住
を
促
進
す
る
「
空
き
家
メ
タ
バ
ン
ク
」
の
効
果

が
あ
っ
た
。
令
和
８
年
度
も
運
用
す
る
。
（
空
き
家

メ
タ
バ
ン
ク
で
は
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
が
空
き
家
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
）

福
祉
保
健
課
長
　
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
の
受
診
、

え
い
ウ
ォ
ー
ク
教
室
、
健
康
フ
ェ
ア
等
へ
の
申
し
込

み
を
電
子
申
請
で
受
付
し
て
い
る
。

問

地
籍
調

査
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
１
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確

に
な
る
。
２
土
地
の
整
備 

開
発
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
。
３
大
災
害
時
に
境
界
復
元
が
速
や
か
に

で
き
る
。
本
町
に
お
け
る
進
捗
状
況
は
。

農
林
課
長
　
12
地

区
で
実
施
。
完
了

８
。
国
承
認
待
ち

２
。
承
認
予
定

１
。
中
断
１
。
令

和
８
年
度
、
新
た

に
１
予
定
。
町
全

体
の
10
％
以
下
に

留
ま
る
。来年

度
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て
い
る
が
問
題

点
は
何
か
。

農
林
課
長
　
立
会
い
を
行
う
と
、
地
境
の
確
定
時
に

個
人
間
の
問
題
が
出
て
く
る
。
ま
た
面
積
が
増
え
、

固
定
資
産
税
が
上
が
っ
て
く
る
。
結
局
は
昔
か
ら
の

感
情
論
に
よ
り
、
な
か
な
か
話
と
し
て
詰
ま
っ
て
こ

な
い
。

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
に
お
い
て
、
神
社
内
の
お
飾

り
等
に
対
し
て
補
助
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
祭
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
交
流
に
寄
与
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る｡

神
社
行
事
の
た
め
の
設
備
に
つ
い
て

は
政
教
分
離
の
点
か
ら
補
助
は
難
し
い
と
考
え
る
。

町
長
　
政
教
分
離
に
よ
り
難
し
い
。
何
ら
か
別
の
形
に
て
、
地

域
づ
く
り
の
支
援
が
で
き
な
い
か
考
え
た
い
。

地域を次世代に継承していくため

デジタル活用による持続可能なまちの実現は

問問

問

齋
藤 

則
男
議
員

齋
藤 

則
男
議
員

清
水 

憲
一
議
員

清
水 

憲
一
議
員

川
崎 

直
文
議
員

川
崎 

直
文
議
員

地籍調査

インターネット等を通じ「施
設の空き状況」と「施設案
内」を確認し、予約する。

体育施設　学校施設
社会教育・文化施設

公共施設予約システム
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町
で
は
、
保
育

士
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、
処
遇

改
善
や
人
材
確
保
策
な
ど
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
前
向
き
な
取
り
組
み
と
し
て
評
価
で

き
る
。
一
方
で
、
全
国
的
に
は
公
立
保
育
園
の
民
間

移
行
が
進
ん
で
お
り
、
中
長
期
的
な
運
営
の
在
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
。
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま

え
、
本
町
に
お
い
て
も
将
来
的
な
保
育
体
制
の
方
向

性
、
民
間
園
の
比
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
開
始
す
べ
き
。

　
福
井
県
で
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
、
令
和

７
年
４
月
１
日
現
在
で
１
５
６
園
あ
る
。
永
平
寺
町

で
は
「
み
ど
り
葉
こ
ど
も
園
」
の
１
園
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
う

え
で
も
、
認
定
こ
ど
も
園
の
活
用
は
重
要
。
国
の
制

度
や
補
助
を
活
用
で
き
、
施
設
整
備
や
運
営
も
、
認

定
こ
ど
も
園
向
け

の
各
種
支
援
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
高
め
て

ほ
し
い
。

子
育
て
支
援
課
長
　
町
民
の

認
識
や
行
政
改
革
の
視
点
も

踏
ま
え
、
今
後
の
園
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長
　
永
平
寺
町
の
子
ど
も

に
と
っ
て
最
適
な
姿
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
進
め
る
。

町
民
の
健

康
づ
く
り
の
３
次
保

健
計
画
「
元
気
長
生
き
11
プ
ラ
ン
」

の
具
体
策
は
。

町
長
　
町
民
の
認
識
や
行
政
改
革
の
視
点
も
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

福
祉
保
健
課
長
　
計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
①
健
康

的
な
生
活
習
慣
の
推
進
と
重
症
化
の
予
防
②
健
康
を

支
え
る
社
会
環
境
の
整
備
③
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
。

支
え
合
い
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

４
次
地
域
計
画
の
具
体
策
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
計
画
の
地
域
で
支
え
合
う
土
台
づ

く
り
は
。
①
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
向
上
②
人
と
人

が
支
え
合
う
仕
組
み
③
地
域
活
動
の
担
い
手
育
成
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安
全
安
心
な
暮
ら

し
は
「
地
域
力
」
（
人
・
組
織
・
繋
が
り
・
資

源
・
行
動
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
支
援
は
。

町
長
　
各
々
の
課
単
独
で
な
く
、
全
庁
的
な
連
携
で
支
援
し
、

住
民
と
協
働
し
て
推
進
す
る
。

教
育
改
革
〝
チ
ー
ム
担
任
制
〞
当
町
で
は

県
教
委
は
基
本
計
画
で
チ
ー
ム
担
任
制
を
試
行
。
固
定
担

任
（
１
人
）
↓
チ
ー
ム
担
任
（
複
数
）
当
町
で
の
対
応

は
。

教
育
長
　
チ
ー
ム
担
任
制
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
な
い
が
、
学

校
現
場
に
合
わ
せ
て
（
学
年
・
複
数
学
年
）
チ
ー
ム
と
か
教
科

担
任
制
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
と
の
関
わ
る
（
繋
が
る
）
部
門
も
必
要
で
な
い
か
。

教
育
長
　
〝
永
平
寺
愛
〞
の
言
葉
で
地
域
に
出
て
い
る
。

今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

保育の今後の在り方について
問

まちづくりの両輪は住民の健康と支え合い
問問問

問問

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

国
に
よ
る
小
学
校
の
給
食
無
償
化
が
始
ま
る
。
本
町
は
国

よ
り
前
に
実
施
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
年
間
４
千
数
百
万

円
の
財
源
が
軽
減
さ
れ
る
。
そ
の
金
を
教
育
の
内
容
充
実
、
例

え
ば
25
人
学
級
の
実
施
な
ど
に
使
っ
て
は
ど
う
か
。
先
生
方
の

負
担
軽
減
に
も
な
る
。

町
長
　
町
は
14
年
前
か
ら
給
食
無
償
化
を
実
施
し
て
き
た
。
こ

の
間
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
年
間
９
千
万
円
を

生
み
出
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
使

い
た
い
。

町
内
の
宅
地
開
発
は
、
上
志
比
・
永
平
寺
地
区

で
は
行
政
に
よ
り
。
松
岡
地
区
は
民
間
業
者
で

い
う
が
、
移
住
の
条
件
に
安
価
な
地
価
が
あ
る
。
民

間
開
発
と
町
の
開
発
で
は
相
当
額
民
間
は
高
く
な
る

が
。

え
い
住
支
援
課
長
　
町
が
上
志
比
・
永
平
寺
で
宅
地

造
成
を
進
め
た
の
は
、
民
間
業
者
何
社
か
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
結
果
、
売
れ
残
り
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
開
発
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
町
が
開
発
を
行
っ

て
い
る
。

な
ぜ
社
会
保
険
か
ら
子
育
て
支
援
金
の
拠

出
か

国
は
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
の
財
源
を
社
会

保
険
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
し
た
。
国
保
や
後

期
高
齢
医
療
の
保
険
料
か
ら
も
１
人
当
た
り
年
間
数

千
円
以
上
が
徴
収
さ
れ
る
が
、
目
的
別
の
保
険
料
か

ら
の
徴
収
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
国
は
将
来
の
健
康
保
険
制
度
の
担

い
手
の
育
成
を
支
援
し
、
制
度
の
維
持
に
つ
な
が

る
と
し
、
保
険
料
か
ら
の
拠
出
は
目
的

の
範
囲
内
だ
と
い
う
。

問問

問問

給食無償化で浮いた財源は教育に

清
水 

紀
人
議
員

清
水 

紀
人
議
員

金
元 

直
栄
議
員

金
元 

直
栄
議
員

上
田 

誠
議
員

上
田 

誠
議
員

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

先
月
、
松
岡
公
民
館
で 

南
先
生
の
「
松
岡
藩
と
城
下
町

を
知
ろ
う
」
の
講
演
を
拝
聴
し
た
。
私
は
以
前
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
「
十
二
曲
が
り
」
に
関
心
が
あ
り
、
さ
ら
に
学
び

た
く
出
か
け
た
の
だ
が
、
実
際
の
講
演
は
十
二
曲
が
り
の
み
な

ら
ず
、
松
岡
藩
そ
の
も
の
の
魅
力
を
多
く
語
ら
れ
た

も
の
で
、
改
め
て
松
岡
の
光
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
な
け
れ
ば
と
再
認
識
し
た
。
聞
け
ば
十
二
曲
が
り

保
存
会
も
結
成
さ
れ
た
そ
う
だ
。
今
後
の
展
開
に
期

待
す
る
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
町
さ
れ

た
。
体
全
体
で
頷
き
な
が
ら
の
方
も
い
た
。
以
前
は

小
学
校
の
先
生
方
が
子
ど
も
に
直
接
教
え
た
時
代
も

あ
っ
た
。
町
は
も
う1

回
構
え
直
し
、
え
い
坊
館
を

拠
点
に
松
岡
藩
を
深
掘
り
し
、
再
発
信
す
る
。
商
工

観
光
課
と
生
涯
学
習
課
が
も
っ
と
連
携
し
て
ほ
し

い
。
松
岡
藩
と
福
井
城
の
共
通
点
も
あ
り
、
「
大
手

門
」
を
将
来
復
元
し
た
い
と
い
う
方
も
出
て
き
た
。

夢
は
大
き
く
。

生
涯
学
習
課
長
　
松
岡
十
二
曲
が
り
保
存
会
は
、
沿

線
の
有
志
の
方
々
で
設
立
さ
れ
る
団
体
。
町
家
の
保

存
や
町
並
み
、
景
観
な
ど
に
意
見
を
出
し
合
う
。
他

の
歴
史
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て
も
情
報
発
信
し
て
い

く
。

町
長
　
保
存
会
の
設
立
に
よ
っ
て
国
の
補
助
金
を
活

用
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。
数
年
間
か
か
る
大
き

な
事
業
。

松岡藩の魅力を知り、全力でアピールを 問

選
挙
は

国
民
が
政
治
に
参

加
し
、
主
権
者
の
意
思
を
政
治
に

反
映
さ
せ
る
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
機

会
で
あ
る
。
し
か
し
、
投
票
し
た
く
て
も
様
々
な
理

由
で
行
け
な
い
人
が
い
る
。
あ
る
自
治
体
は
そ
の
理

由
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
解
決
策
を
講
じ
て
い
る
。

ワ
ゴ
ン
車
を
投
票
所
に
改
装
し
て
集
落
を
定
期
的
に

巡
回
し
て
い
る
島
根
県
浜
田
市
。
駅
や
商
業
施
設
に

期
日
前
投
票
所
を
設
け
、
市
営
バ
ス
で
来
ら
れ
る
人

に
は
そ
の
運
賃
を
無
料
に
し
て
い
る
三
重
県
桑
名

市
。
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
　
投
票
率
は
、
衆
院
選
60･

54
。
知
事
選
50

･

59
。
全
投
票
の
中
の
６
〜
７
割
は
期
日
前
投
票
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
御
陵
地
区
の
商
業
施
設
で

土
日
の
み
投
票
所
を
開
設
。
ま
た
投
票
所
を
減
ら
し

た
６
地
区
に
は
、
投
票
日
前
日
に
集
落
セ
ン
タ
ー
で

開
設
し
て
い
る
。

二
次
交
通
の
対
策
を

県
外
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
課
題
の
１
つ

に
、
二
次
交
通
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
今
の

自
動
走
行
を
活
用
し
て
、
本
山
と
永
平
寺
口
駅
を
往
復
で
き
な

い
か
。

町
長
　
マ
イ
ロ
ー
ド
は
便
利
な
道
だ
が
、
レ
ベ
ル
４
以
外
の
区

間
は
、
一
人
乗
車
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
人
件
費
が
か
か
る
。

県
や
近
隣
市
町
に
広
域
的
に
バ
ス
の
運
行
が
で
き
な
い
か
働
き

か
け
る
。

選挙投票率を上げるために
問

問

松
川 

正
樹
議
員

松
川 

正
樹
議
員

滝
波
登
喜
男
議
員

滝
波
登
喜
男
議
員

令和８年３月定例議会のケーブルテレビでの再放送日程は、５月11日（月）から２週
間ほど、毎日朝６時からの2時間と24時からの２時間、同一内容を放送致します。放
送内容は会議日程の順番に沿って毎日変わります。議会生中継をご覧になれなかった
方、興味のある方は是非ご覧ください。

えい坊
チャンネル
えい坊
チャンネル

福井ケーブルTV

３月議会 再放送日程

５月11日（月）～約２週間ほど

毎朝6：00～　夜24：00～
毎日放送

約2時間番組
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議会日程や議事録が閲覧できます。

６月２日（火）
開催予定 役場本庁舎3階までお上がりください。

エレベーターもございます。事前申込不要!

議場で傍聴できます。ぜひお越しください!

議会HP

次回定例会は

（一社）九頭竜川パドリングセンター

代表理事  佐野 洋介さん

今回のふるさと納税の対象は川下りコースの整備等
との事ですが？
今回のふるさと納税の対象は川下りコースの整備等
との事ですが？

ナミノバ（上級者向け）、シカノバ（初心者向け）の中間である中級
コースを構想しており、福井県や漁協の方 と々今後綿密な打ち合わ
せをしながら進めていきたいと考えています。

中級コース設置もW杯及び世界選手権の誘致に向けて
という事でしょうか？
中級コース設置もW杯及び世界選手権の誘致に向けて
という事でしょうか？

それもありますが、W杯及び世界選手権にはジュニア部門もあり、地
元福井のジュニア選手の大会出場に向けて、その育成コースとして位
置付けております。もちろん永平寺町の観光資源としても大いに活用
していただきたいです。

そもそもW杯及び世界選手権の誘致を目標に掲げた
理由は？
そもそもW杯及び世界選手権の誘致を目標に掲げた
理由は？

九頭竜川は世界に誇れる素晴らしい地域資源です。これを活かして
地元を盛り上げたいと思いました。カヤックを通じた国際交流から今
までに無かった新しい文化や活動が福井に生まれる事を一番の楽し
みにしています。

（一社）九頭竜川
パドリングセンターQR

目標フリースタイ
ルカヤック

W杯及び世界選
手権誘致!

鮎釣り＋カヤ
ックの共存共

栄で

九頭竜川を世界
へ発信!


